
はじめて茶会に招かれました 淡交社編集局編 

 

持ち物４つ 

 １．懐紙 和紙の束を２つ折りにしたもの。男性用と女性用で大きさが異なる。 

２．菓子楊枝 「黒文字（くろもじ）」木製、ステンレス製、プラスチック製 

 ３．白い靴下 茶室の中を清潔に保つため。茶室に入る前に履く。 

 ４．扇子 裏千家では、男性用約 20cm、女性用約 17cm。正座をして挨拶するときや、茶道具を拝見する

ときに、扇子を膝前に置きます。相手や茶道具に対して一線を画すことで、へりくだった気持ちを表します。 

 

亭主（席主せきしゅ）： 茶会の主催者 

正客しょうきゃく： 茶会におけるメインの客。 

茶会がはじまれば、正客だけが亭主と会話をすることができる。 

連客れんきゃく：  茶会で客になったときの、自分以外の客一同のこと。 

末客まっきゃく： 連客のうち、最後尾に座る人。「詰（つめ）」とも。 

        正式な茶会では器の返却などの役割がある。 

お運び： 茶会で水屋からお茶やお菓子を持ち出したり、器をさげたりする人。 

点前てまえ： お茶を点てるための、一連の決まった所作のこと。 

 

 

薄茶席 

濃茶席 

点心席てんしんせき： 点心とは懐石料理をコンパクトにしたもの。 

 

～～～～～～～～～～ 

「相伴」は茶道用語でもあります。 

茶道では、正客（一番上座に座る最上位の客）の連れの客のことを「相伴」と呼びます。 

また、お茶を出されてまず正客が飲み、次に二番目の客（次客）に出された際に、次客は正客との間に茶

碗を置き、「お相伴いたします」などと言うのが一般的な作法となっています。 

 

「ご相伴にあずかる」で「お供する」「同席させていただく」「（お供として）ご馳走になる、饗応を受ける」

というような意味になります。 

 

～～～～～～～～～～ 

 

にじる 

 



 

 

掛物、花入（はないれ）、香合（こうごう） 

 
 

 

 

炉、風炉（ふろ） 

 
 

 



正客（しょうきゃく）、次客（じきゃく）、…、末客（まっきゃく） 

 

 
 

 

縁から 16目、扇子の要は下座（げざ）方向 

 
 

 

 



扇子は要が右 

 
 

 

 

主菓子（おもがし）、干菓子（ひがし） 

 
 

 

懐紙を出したら、干菓子は直接手で取って、主菓子は菓子箸で取って、自分の菓子楊枝でいただきます。 

同じ器からいただくメンバー全員がお菓子を取るのを見届けた後にいただくのも配慮です。 

 

 



 

両手で軽くおしいただく（持ち上げる）。 

 
 

 

 
 

 

 

 



 

菓子箸の先を懐紙で拭う。 

 
 

お菓子を食べるときは、懐紙ごと持ち上げていただきます。干菓子は素手で扱い、一口で食べるのが一般的

です。 

・・・ 

食べ終わったら、お菓子をのせていた懐紙を一枚取って、小さく畳んでしまっておきましょう。 

 

 

薯蕷饅頭（じょうよまんじゅう）： 薯蕷（山芋、つくね芋、長芋）芋を饅頭の皮に用いた蒸し菓子。 

 

 

～～～～～～～ 

薯蕷饅頭は上用饅頭（こちらのほうが一般的になりつつあるようです）とも書き、薯蕷を米粉や小麦粉に混

ぜて使い餡を包んで蒸して作ります。薯蕷は蒸すとしっとり、ふわっと仕上がるので、とても上品な食感に

なります。 

 

菓子切で切るには弾力があって切りにくく、かなり強い力で切らなくてはいけない為、勢い余って懐紙の上

からコロン、ポトッと落としてしまう方もいらっしゃいます。 

・・・ 

そんな危険を避けるためにも菓子切は使わず手で割ってから食べる方法があるということを覚えておきまし

ょう。 

懐紙の上に乗せたら懐紙は小指と薬指にでもはさんで、三分の一程度の大きさに左右にパカッと割って食べ

てると良いかと思います。 

http://fanblogs.jp/dougakujitu/archive/9/0 

～～～～～～～ 

 

 

菓子器がお運びの方から見て正面になるように、90度ずつ二度右に回します。 

 

 

 

 

 

http://fanblogs.jp/dougakujitu/archive/9/0


点て出し（たてだし） 

 
 

 

お相伴します。 

 
 

 

 



「お点前頂戴いたします」 

 
 

 

手前に 2回回す（正面を避ける）。3口程度でお茶をいただく。飲み終えたら、飲み口を指先で拭い、懐紙で

清めた後、茶碗を 2回ほど反対に回す（正面に戻す）。 

 
 

 

 



お茶を飲み終えたら、茶わんの拝見。 

 
 

 

薄茶器 棗なつめ 果物の棗に似ていることから。 

茶杓 ちゃしゃく 

水指 みずさし 水を入れておくもの。 

お湯は炭で沸かす。 

炉縁 ろぶち 釜の周囲を囲っている木の枠。 

建水 けんすい お湯や水を捨てるための器 

蓋置 ふたおき 釜の蓋や柄杓を置く。 

 

主茶碗 おもぢゃわん 茶席のメインとなる茶碗で正客に出される茶碗 

 



 

薄茶器の拝見 

 
 

茶杓の拝見 

右隣りと自分の間に茶杓が置かれる。縁外の自分の目の前に茶杓を置きなおす。 

 

 


